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十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

表１ ＣＰの要求量とミルクからの供給量 

※赤字は要求量より上回って供給しているCP量 

 
昨
年
５
月
以
降
、
和
牛
子
牛
価
格
が

低
迷
し
て
い
ま
す
。
低
調
な
枝
肉
消
費
、

飼
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
の
要

因
が
重
な
り
、
肥
育
農
家
の
導
入
意
欲

は
依
然
と
し
て
低
い
ま
ま
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
市
場
で
評

価
さ
れ
る
牛
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
よ

り
高
い
増
体
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
場

で
は
Ｄ
Ｇ
や
腹
囲
が
大
き
く
、
か
つ
体

高
が
高
い
牛
が
、
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
十
勝
和
牛
マ
ニ
ュ
ア
ル

牛
の
標
準
値
と
比
較
し
、
体
重
は
約

１５
～
２０
％
増
加
、
体
高
は
約
４
％
増

加
、
腹
囲
は
１
９
０
ｃ
ｍ
以
上
が
目
安

に
な
り
そ
う
で
す
。 

１ 

哺
育
期
の
骨
格
作
り 

図
１
に
和
牛
子
牛
の
体
高
発
育
パ
タ

ー
ン
を
示
し
ま
し
た
。
和
牛
の
体
高
は
そ

の
大
半
が
出
生
後
３
～
４
か
月
で
決
ま

り
ま
す
。
と
り
わ
け
哺
乳
期
（
出
生
～
約

４
か
月
齢
）
に
骨
格
形
成
の
た
め
蛋
白
質

（
Ｃ
Ｐ
）
を
十
分
給
与
す
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
す
。 

近
年
は
哺
育
期
の
Ｃ
Ｐ
充
足
を
重
視

し
、
前
提
条
件
を
整
え
た
上
で
高
栄
養
哺

乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
す
る
農
場
が
増

え
て
い
ま
す
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
除

糞
頻
度
を
確
保
し
常
に
乾
燥
し
た
牛
床

を
維
持
す
る
こ
と
。
敷
料
を
た
っ
ぷ
り
投

入
し
、
環
境
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を

低
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
栄

養
哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
哺
育
後
期
に

急
激
に
ス
タ
ー
タ
ー
を
多
量
摂
取
さ
せ

る
た
め
、
ル
ー
メ
ン
の
健
康
維
持
を
目
的

に
水
や
乾
草
を
自
由
摂
取
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

哺
乳
器
具
を
ア
ル
カ
リ
洗
剤
や
酸
性
洗

剤
、
殺
菌
剤
を
使
用
し
て
完
璧
に
洗
浄
・

殺
菌
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

２ 

高
栄
養
哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
レ

ン
ジ
す
る 

こ
れ
ら
の
前
提
条
件
を
整
え
、
高
栄
養

哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
で
子
牛
の
増
体
を
飛
躍
的
に
増
加
で

き
ま
す
（
図
２
）。 

 

こ
の
方
法
で
は
、
体
高
発
育
の
ピ
ー
ク

付
近
で
一
日
あ
た
り
最
大
１
２
０
０
ｇ

の
ミ
ル
ク
を
給
餌
し
ま
す
。
そ
の
後
、
通

常
よ
り
も
早
め
に
ミ
ル
ク
を
減
ら
し
、
そ

の
分
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
飽
食
さ
せ
る
こ
と

で
Ｃ
Ｐ
を
充
足
さ
せ
ま
す
。
離
乳
時
ま
で

に
２
．
５
～
３
．
０
ｋ
ｇ
／
日
の
ス
タ
ー

タ
ー
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
ミ
ル
ク
の
総
給
与
量
は
、

通
常
よ
り
一
頭
あ
た
り
約
３
．
５
ｋ
ｇ
も

少
な
く
な
り
ま
す
。 

  

通
常
の
高
栄
養
哺
乳
を
行
う
Ａ
農
場

と
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
Ｂ
農
場
で
発
育

状
態
の
比
較
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
図

２
）。
明
ら
か
に
体
重
と
体
高
が
Ａ
農
場

よ
り
Ｂ
農
場
で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
肋
張
り
を
示
す
腹
囲
も
Ｂ
農
場
は

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本

飼
養
標
準
肉
用
牛
（
２
０
２
２
）
の
Ｃ
Ｐ

要
求
量
に
対
す
る
ミ
ル
ク
か
ら
の
Ｃ
Ｐ

供
給
量
か
ら
も
分
か
り
ま
す
（
表
１
）。

Ｂ
農
場
で
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
十
分
食
べ

ら
れ
な
い
哺
乳
前
期
に
ほ
と
ん
ど
ミ
ル

ク
か
ら
の
Ｃ
Ｐ
で
確
実
に
そ
の
要
求
量

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

高
栄
養
哺
乳
の
ア
レ
ン
ジ
で
増
体
が

改
善
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
普
及
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

要求量 通常 アレンジ

1 33 140 168 168

2 36 214 224 224

3 41 292 280 224

4 48 259 280 280

5 54 308 280 336

6 60 311 280 336

7 66 268 280 336

8 71 317 280 336

9 77 331 280 168

10 83 378 280 168

11 90 338 224 168

12 96 294 168 140

75.6 72.1ミルクの総給与量（kg/頭）

週齢
目標体重

（kg）

代用乳からの１日あたりのCP量（g）

目標体重の育成に

要する養分量
A農場 B農場

市

場

で

評

価

さ

れ

る 

和

牛

子

牛

づ

く

り 

 
 

 

図２ 高栄養哺乳プログラムの給与量 

（ＣＰ２８のミルクを使用） 

図３ 発育状態の比較（Ａ農場：黒、Ｂ農場：ピンク） 

図１ 体高の発育パターン（去勢27頭、雌28頭） 

（2013,肉牛大辞典） 


